
 

(第 1条 関係 )寒 川町 表彰 条例 新旧 対照表  

現 行  改 正案  

～ 略～  ～ 略～  

(資 格の停 止等 ) (資 格の停 止等 ) 

第 1 2条  次 の い ず れ か に 該 当 し た 者 は 、

そ の間、第 3条か ら第 5条 まで に規 定 する

適 格者 とな つても、この 条例 を適 用しな

い 。  

第 1 2条  次 の い ず れ か に 該 当 し た 者 は 、

そ の間、第 3条か ら第 5条 まで に規 定する

適 格者 とな つても、この 条例 を適 用しな

い 。  

(1) 成年 被後 見人 及び 被保 佐人  （ 削る ）  

(2) 破 産 者 に し て               復 権

を 得な い者  

( 1 ) 破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権

を 得な い者  

(3) （略 ）  (2) （略 ）  

( 4 ) 前 各 号 の ほ か 、 選 挙 権 及 び 被 選 挙

権 を失 つた 者  

( 3 ) 前 2号  の ほ か 、 選 挙 権 及 び 被 選 挙

権 を失 つた 者  

(5)・ (6) （略）  (4)・ (5) （略）  

2  功 労 者 が 前 項 第 1号 か ら 第 5号 ま で の

い ずれ かに 該当す る場 合に は、 その間、

前 条の 待遇 は、停 止す る。  

2  功 労 者 が 前 項 第 1号 か ら 第 4号 ま で の

い ずれ かに 該当す る場 合に は、 その間、

前 条の 待遇 は、停 止す る。  

～ 略～  ～ 略～  

 

 

 

(第 2条 関係 )寒 川町 一般 職の 職員 の給与 に関 する 条例 新旧対 照表  

現 行  改 正案  

～ 略～  ～ 略～  

(期 末手当 ) (期 末手当 ) 

第 17条  期 末手当 は、 6月 1日及 び 12月 1日

(以 下 こ の 条 か ら 第 1 7条 の 3ま で に お い

て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 )に

そ れぞ れ在 職する 職 員 に対 して、それぞ

れ 基 準 日 の 属 す る 月 の 規 則 で 定 め る 日

(次 条 及 び 第 1 7条 の 3に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 )に 支 給 す る 。

こ れ ら の 基 準 日 前 1か 月 以 内 に 退 職 し 、

若 し く は 地 方 公 務 員 法 第 1 6条 第 1号 に 該

当 し て 同 法 第 2 8条 第 4項 の 規 定 に よ り 失

職 し、又 は死 亡した 職員 (第 19条 第 7項の

規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 及 び 規 則 で 定

め る 職 員 を 除 く 。 )に つ い て も 同 様 と す

る 。  

第 17条  期 末手当 は、 6月 1日及 び 12月 1日

(以 下 こ の 条 か ら 第 1 7条 の 3ま で に お い

て こ れ ら の 日 を 「 基 準 日 」 と い う 。 )に

そ れぞ れ在 職する 職員 に対 して、それぞ

れ 基 準 日 の 属 す る 月 の 規 則 で 定 め る 日

(次 条 及 び 第 1 7条 の 3に お い て こ れ ら の

日 を 「 支 給 日 」 と い う 。 )に 支 給 す る 。

こ れ ら の 基 準 日 前 1か 月 以 内 に 退 職 し   

                                   

                                   

    、又 は死 亡した 職員 (第 19条 第 7項の

規 定 の 適 用 を 受 け る 職 員 及 び 規 則 で 定

め る 職 員 を 除 く 。 )に つ い て も 同 様 と す

る 。  



 

2・ 3 （略 ）  2・ 3 （略 ）  

4  第 2項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ

の 基準 日現 在 (退職 し 、若 しく は失 職し 、

又 は死 亡し た職員 にあ つて は、 退職し 、

若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 )

に お い て 職 員 が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶

養 手 当 の 月 額 並 び に こ れ ら に 対 す る 地

域 手当 の月 額の合 計額 とす る。  

4  第 2項 の 期 末 手 当 基 礎 額 は 、 そ れ ぞ れ

の 基準 日現 在 (退職 し                、

又 は死 亡し た職員 にあ つて は、退 職し   

              、 又 は 死 亡 し た 日 現 在 )

に お い て 職 員 が 受 け る べ き 給 料 及 び 扶

養 手 当 の 月 額 並 び に こ れ ら に 対 す る 地

域 手当 の月 額の合 計額 とす る。  

5～ 7 （略 ）  5～ 7 （略 ）  

第 1 7条 の 2  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る 者 に は 、 前 条 第 1項 の 規 定 に か か わ

ら ず、当 該各 号の基 準日 に係 る期 末手当

(第 4号 に掲 げる者 にあ つて は、そ の支給

を 一 時 差 し 止 め た 期 末 手 当 )は 、 支 給 し

な い。  

第 1 7条 の 2  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当

す る 者 に は 、 前 条 第 1項 の 規 定 に か か わ

ら ず、当 該各 号の基 準日 に係 る期 末手当

(第 4号 に掲 げる者 にあ つて は、そ の支給

を 一 時 差 し 止 め た 期 末 手 当 )は 、 支 給 し

な い。  

(1) （略 ）  (1) （略 ）  

( 2 ) 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る

支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 地 方 公 務 員

法 第 2 8条 第 4項 の 規 定 に よ り 失 職 し た

職 員 (同 法 第 1 6条 第 1号 に 該 当 し て 失

職 した 職員 を除く 。 ) 

( 2 ) 基 準 日 か ら 当 該 基 準 日 に 対 応 す る

支 給 日 の 前 日 ま で の 間 に 地 方 公 務 員

法 第 2 8条 第 4項 の 規 定 に よ り 失 職 し た

職 員                              

                   

(3)・ (4) （略）  (3)・ (4) （略）  

第 17条 の 3 (略 ) 第 17条 の 3 (略 ) 

(勤 勉手当 ) (勤 勉手当 ) 

第 18条  勤 勉手当 は、 6月 1日及 び 12月 1日

(以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基

準 日 」 と い う 。 )に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職

員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 6か 月 以 内 の 期 間

に おけ るそ の者の 勤務 成績 に応 じて、そ

れ ぞ れ 基 準 日 の 属 す る 月 の 規 則 で 定 め

る 日 に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 1か

月 以内 に退 職し 、若 しく は地 方公 務員法

第 1 6条 第 1号 に 該 当 し て 同 法 第 2 8条 第 4

項 の規 定に より失 職し 、又は 死亡 した職

員 (規則で 定め る職 員を 除く。)に つい て

も 同様 とす る。  

第 18条  勤 勉手当 は、 6月 1日及 び 12月 1日

(以 下 こ の 条 に お い て こ れ ら の 日 を 「 基

準 日 」 と い う 。 )に そ れ ぞ れ 在 職 す る 職

員 に 対 し 、 基 準 日 以 前 6か 月 以 内 の 期 間

に おけ るそ の者の 勤務 成績 に応 じて、そ

れ ぞ れ 基 準 日 の 属 す る 月 の 規 則 で 定 め

る 日 に 支 給 す る 。 こ れ ら の 基 準 日 前 1か

月 以 内 に 退 職 し                      

                                   

                    、又 は死亡 した 職

員 (規則で 定め る職 員を 除く。)に つい て

も 同様 とす る。  

2 勤勉手 当の 額は 、勤 勉手 当基 礎額に 、

任 命 権 者 が 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て

定 める 割合 を乗じ て得 た額 とす る。この

場 合に おい て、任命 権者 が支 給す る勤勉

手 当の 額の、その者 に所 属す る次 の各号

2 勤勉手 当の 額は 、勤 勉手 当基 礎額に 、

任 命 権 者 が 規 則 で 定 め る 基 準 に 従 つ て

定 める 割合 を乗じ て得 た額 とす る。この

場 合に おい て、任命 権者 が支 給す る勤勉

手 当の 額の、その者 に所 属す る次 の各号



 

に 掲げ る職 員の区 分ご との 総額 は、それ

ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 を 超 え て は な

ら ない 。  

に 掲げ る職 員の区 分ご との 総額 は、それ

ぞ れ 当 該 各 号 に 掲 げ る 額 を 超 え て は な

ら ない 。  

( 1 ) 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外

の 職 員  当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額

に 当 該 職 員 が そ れ ぞ れ の 基 準 日 現 在

(退 職 し 、 若 し く は 失 職 し 、 又 は 死 亡

し た職 員に あつて は、退 職し 、若 しく

は 失職 し 、又は 死亡し た日 現在 。次 項

に お い て 同 じ 。 )に お い て 受 け る べ き

扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額

に 100分の 92.5を乗 じて 得た 額の 総額  

( 1 ) 前 項 の 職 員 の う ち 再 任 用 職 員 以 外

の 職 員  当 該 職 員 の 勤 勉 手 当 基 礎 額

に 当 該 職 員 が そ れ ぞ れ の 基 準 日 現 在

(退 職 し                 、 又 は 死 亡

し た職 員に あつて は、退職し         

        、又は 死亡し た日 現在 。次 項

に お い て 同 じ 。 )に お い て 受 け る べ き

扶 養 手 当 の 月 額 及 び こ れ に 対 す る 地

域 手 当 の 月 額 の 合 計 額 を 加 算 し た 額

に 100分の 92.5を乗 じて 得た 額の 総額  

(2) （略 ）  (2) （略 ）  

3～ 5 （略 ）  3～ 5 （略 ）  

第 18条 の 2・第 18条 の 3 (略 ) 第 18条 の 2・第 18条 の 3 (略 ) 

(休 職者の 給与 ) (休 職者の 給与 ) 

第 1 9条  職 員 が 公 務 上 負 傷 し 、 若 し く は

疾 病 に か か り 、 又 は 通 勤 (地 方 公 務 員 災

害 補 償 法 (昭 和 4 2年 法 律 第 1 2 1号 )第 2条

第 2項に規 定す る通 勤を いう。)に より 負

傷 し、若 しく は疾病 にか かり 地方 公務員

法 第 2 8条 第 2項 第 1号 に 掲 げ る 事 由 に 該

当 して 休職 にされ たと きは、その 休職期

間 中こ れに 給与の 全額 を支 給す る。  

第 1 9条  職 員 が 公 務 上 負 傷 し 、 若 し く は

疾 病 に か か り 、 又 は 通 勤 (地 方 公 務 員 災

害 補 償 法                      第 2条

第 2項に規 定す る通 勤を いう。)に より 負

傷 し、若 しく は疾病 にか かり 地方 公務員

法 第 2 8条 第 2項 第 1号 に 掲 げ る 事 由 に 該

当 して 休職 にされ たと きは、その 休職期

間 中こ れに 給与の 全額 を支 給す る。  

2～ 6 （略 ）  2～ 6 （略 ）  

7 第 2項又 は第 3項 に規 定す る職 員が 、当

該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 1 7条 第 1項

に 規 定 す る 基 準 日 前 1か 月 以 内 に 退 職

し 、 若 し く は 地 方 公 務 員 法 第 1 6条 第 1号

に 該 当 し て 同 法 第 28条 第 4項 の 規 定 に よ

り 失 職 し 、 又 は 死 亡 し た と き は 、 第 1 7

条 第 1項 の 規 定 に よ り 規 則 で 定 め る 日 に

当 該 各 項 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 当 を 支

給 する こと ができ る。た だし 、規 則で定

め る職 員に ついて は、 この 限り でない。 

7 第 2項又 は第 3項 に規 定す る職 員が 、当

該 各 項 に 規 定 す る 期 間 内 で 第 1 7条 第 1項

に 規 定 す る 基 準 日 前 1か 月 以 内 に 退 職 し

                                   

                                   

      、又 は死 亡した とき は、同項 の   

     規 定 に よ り 規 則 で 定 め る 日 に 当 該

各 項 の 例 に よ る 額 の 期 末 手 当 を 支 給 す

る こと がで きる 。ただ し 、規則 で定 める

職 員に つい ては、 この 限り でな い。  

8 （略）  8 （略）  

～ 略～  ～ 略～  

 

 

 



 

(第 3条 関係 )寒 川町 家庭 的保 育事 業等の 設備 及び 運営 に関す る基 準を 定め る条例 新旧

対 照表  

現 行  改 正案  

～ 略～  ～ 略～  

(職 員 ) (職 員 ) 

第 23条  （ 略）  第 23条  （ 略）  

2  家 庭 的 保 育 者 (法 第 6条 の 3第 9項 第 1号

に 規定 する 家庭的 保育 者を いう。以下同

じ 。)は 、町 長が 行う研 修 (町長 が指 定す

る 都 道 府 県 知 事 そ の 他 の 機 関 が 行 う 研

修 を 含 む 。 )を 修 了 し た 保 育 士 若 し く は

神 奈 川 県 の 区 域 に 係 る 国 家 戦 略 特 別 区

域 限 定 保 育 士 (以 下 こ れ ら を 「 保 育 士 」

と い う 。 )又 は 保 育 士 と 同 等 以 上 の 知 識

及 び 経 験 を 有 す る と 町 長 が 認 め る 者 で

あ つて、次の 各号の いず れに も該 当する

も のと する 。  

2  家 庭 的 保 育 者 (法 第 6条 の 3第 9項 第 1号

に 規定 する 家庭的 保育 者を いう。以下同

じ 。)は 、町 長が 行う研 修 (町長 が指 定す

る 都 道 府 県 知 事 そ の 他 の 機 関 が 行 う 研

修 を 含 む 。 )を 修 了 し た 保 育 士 若 し く は

神 奈 川 県 の 区 域 に 係 る 国 家 戦 略 特 別 区

域 限 定 保 育 士 (以 下 こ れ ら を 「 保 育 士 」

と い う 。 )又 は 保 育 士 と 同 等 以 上 の 知 識

及 び 経 験 を 有 す る と 町 長 が 認 め る 者 で

あ つて 、次の 各号の いず れに も該 当する

も のと する 。  

(1) （略 ）  (1) （略 ）  

( 2 ) 法 第 18条 の 5各 号 及 び 法 第 34条 の 2

0第 1項 第 4号 の い ず れ に も 該 当 し な い

者  

( 2 ) 法 第 18条 の 5各 号 及 び 法 第 34条 の 2

0第 1項 第 3号 の い ず れ に も 該 当 し な い

者  

3 （略）  3 （略）  

～ 略～  ～ 略～  

 

 

 

(第 4条 関係 )寒 川町 下水 道条 例新 旧対照 表  

現 行  改 正案  

～ 略～  ～ 略～  

(指 定工事 店の 資格 要件 ) (指 定工事 店の 資格 要件 ) 

第 6条 の 2  指 定 工 事 店 と し て 町 長 の 指 定

を 受け よう とする 者は、次に 掲げ る要件

を 備え て い なけれ ばな らな い。  

第 6条 の 2  指 定 工 事 店 と し て 町 長 の 指 定

を 受け よう とする 者は、次に 掲げ る要件

を 備え てい なけれ ばな らな い。  

(1)～ (3) （略）  (1)～ (3) （略）  

( 4 ) 次 の ア か ら オ ま で の い ず れ に も 該

当 しな い者 である こと 。  

( 4 ) 次 の ア か ら カ ま で の い ず れ に も 該

当 しな い者 である こと 。  

ア  成 年 被 後 見 人 若 し く は 被 保 佐 人

又 は破 産者 で復権 して いな い者  

ア  精 神 の 機 能 の 障 害 に よ り 排 水 設

備 等 の 新 設 等 の 工 事 を 適 正 に 行 う に

当 た っ て 必 要 な 認 知 、 判 断 及 び 意 思

疎 通を 適切 に行う こと がで きな い者  



 

（ 加え る）  イ  破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復

権 を得 ない 者  

イ ～エ  (略 ) ウ ～オ  (略 ) 

オ  法 人に あつて は、代表者 及び 役員

に ア か ら エ ま で の い ず れ か に 該 当 す

る 者が ある もの  

カ  法 人に あつて は、代表者 及び 役員

に ア か ら オ ま で の い ず れ か に 該 当 す

る 者が ある もの  

～ 略～  ～ 略～  

(責 任技術 者の 資格 及び 欠格 条項 ) (責 任技術 者の 資格 及び 欠格 条項 ) 

第 6条の 9 （略）  第 6条の 9 （略）  

2 前項の 規定 にか かわ らず 、次 の各 号の

い ずれ かに 該当す る者 は、責 任技 術者と

し ての 登録 を受け るこ とが でき ない。  

2 前項の 規定 にか かわ らず 、次 の各 号の

い ずれ かに 該当す る者 は、責 任技 術者と

し ての 登録 を受け るこ とが でき ない。  

( 1 ) 成 年 被 後 見 人 若 し く は 被 保 佐 人 又

は 破産 者で 復権し てい ない 者  

( 1 ) 精 神 の 機 能 の 障 害 に よ り 責 任 技 術

者 の 職 務 を 適 正 に 営 む に 当 た っ て 必

要 な認 知、判 断及び意 思疎 通を 適切に

行 うこ とが できな い者  

（ 加え る）  ( 2 ) 破 産 手 続 開 始 の 決 定 を 受 け て 復 権

を 得な い者  

(2) （略 ）  (3) （略 ）  

～ 略～  ～ 略～  

(責 任技術 者の 異動   の 届出 ) (責 任技術 者の 異動 等 の 届出 ) 

第 6条の 14  （加 える ）  第 6条 の 1 4  責 任 技 術 者 は 、 第 6条 の 9第 2

項 第 1号 の 規 定 に 該 当 す る に 至 っ た と き

は、速や かに 町長に 届け 出 な けれ ばなら

な い 。この 場合 におい て 、当該 責任 技術

者 が 自 ら 届 け 出 る こ と が で き な い と き

は、法定 代理 人又は 同居 の親 族が 代わっ

て 届け 出る ものと する 。  

  （略）  2 （略）  

(責 任 技 術 者 の 登 録 の 取 消 し 及 び 効 力 の

停 止 ) 

(責 任 技 術 者 の 登 録 の 取 消 し 及 び 効 力 の

停 止 ) 

第 6条の 15 町 長は 、責 任技 術者 が次の 各

号 のい ずれ かに該 当す ると きは、登録を

取 り 消 し 、 又 は 6月 を 超 え な い 範 囲 内 に

お い て 当 該 登 録 の 効 力 を 停 止 す る こ と

が でき る。  

第 6条の 15 町 長は 、責 任技 術者 が次の 各

号 のい ずれ かに該 当す ると きは、登録を

取 り 消 し 、 又 は 6月 を 超 え な い 範 囲 内 に

お い て 当 該 登 録 の 効 力 を 停 止 す る こ と

が でき る。  

(1) （略 ）  (1) （略 ）  

(2) 第 6条 の 9第 2項 第 1号             

   に該当 する こと とな つた とき 。  

( 2 )  第 6条 の 9第 2項 第 1号 又 は 第 2号 の

規 定に 該当 するこ とと なつ たと き。  



 

( 3 )  第 6条 の 1 4の 規 定 に よ る 届 出 を せ

ず 、又 は虚 偽の届 出を した とき 。  

( 3 )  前 条      の 規 定 に よ る 届 出 を せ

ず 、又 は虚 偽の届 出を した とき 。  

(4)・ (5) （略）  (4)・ (5) （略）  

2・ 3 （略 ）  2・ 3 （略 ）  

～ 略～  ～ 略～  

 

 

 

(第 5条 関係 )寒 川町 消防 団員 の定 員、任 免、 給与 、服 務等に 関す る条 例新 旧対照 表  

現 行  改 正案  

～ 略～  

(欠 格条項 ) 

～ 略～  

(欠 格条項 ) 

第 4条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

者 は、 団員 となる こと がで きな い。  

第 4条  次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

者 は、 団員 となる こと がで きな い。  

(1) 成年 被後 見人 又は 被保 佐人  (削 る ) 

(2) (略 ) (1) (略 ) 

( 3 )  第 6条 の 規 定 に よ り     免 職 の 処

分 を 受 け 、 当 該 処 分 の 日 か ら 2年 を 経

過 しな い者  

( 2 )  第 6条 の 規 定 に よ り 懲 戒 免 職 の 処

分 を 受 け 、 当 該 処 分 の 日 か ら 2年 を 経

過 しな い者  

(4) (略 ) (3) (略 ) 

(分 限 ) (分 限 ) 

第 5条  (略 ) 第 5条  (略 ) 

2 団員は 、次 の各 号の いず れか に該当 す

る に至 つた 場合は 、そ の身 分を 失う。  

2 団員は 、次 の各 号の いず れか に該当 す

る に至 つた 場合は 、そ の身 分を 失う。  

( 1 )  前 条 第 3号 を 除 く 各 号 の い ず れ か

に 該当 する に至つ たと き。  

(1) 前条 第 1号又 は第 3号に           

 該 当する に至 つた とき 。  

(2) (略 ) (2) (略 ) 

～ 略～  ～ 略～  

 

 

 

(改 正附則 ) 

現 行  改 正案  

    附  則  

 こ の条 例は 、公 布の日 から 施行 する 。た

だ し 、第 2条 及び 第 5条 の規 定は 、令 和元年

12月 14日か ら施行 する 。  

 


